
 §ハマチの摂餌基礎調査

はしがき

 近年、本県のハマチ養殖用餌料は主としてサバ,イカナゴ,サンマ,カタクチイワシ等の鮮魚
 飯粒が用いられているが,年々一鮮魚餌料の不足と餌料価格の高騰から,生産コストの大半を占め
 る鎮痛套ぽ企業1としても大きな問題をかかえている。

 二,。尊母で亨鮮魚餌料の不足し走場合g対策と,餌料費の節減を図るべく,昭和40年から2ケ年
 一たわ走って固麺飼料によるハマチ養殖試験を実施した結果1)、一応鮮魚餌料で飼育されたハマチー
 と同程度め成綾を弊めえ走が,固型飼料の欠点ともいえる「食いの悪さ」はある程摩弔学習で馴
 致才る…÷ぱ出来ても鮮魚餌糀みの活鮒巽餌を示すことば凌/・今後一マチの嗜好性にあっ
 た,摂餌良好凌虚合飼料を熊発しをい限り,ハマチ用固型飼料6普及は望めそうにもない。当場
 ・Iてば過去に赤いて毛ジ十.{コ潮の嗜好試験を実施した2)が,今年度は各地先のハマチ養殖場におい

 砕餌する輝類の餌箏対する摂餌音を梅津3)の方法で調査し・一マチ用固型飼料開発のだ
 Iめの基礎調査を実施した。

 材料及ぴ方法

 調査場所は主として西桜島と竜ケ水地先を中心に,ハマチ養殖漁場で餌を投与する際,釣り竿

 を用いてマイクを小割生費・の中央附.近水面から50α㍑の所につり下げ,ハマチの摂餌音をテープ

 に録音した。次にこれを再生し積分した波形をレコーダーで記録し,摂餌音のパターンを比較検

 討した。

 使用し走録音器はソニー一TC-4805(DC12V9.5叩/sec),マイクはソニーECM-
 19Bをガーゼに包み風防とした。レコーダーは東亜電波EPR-2TB(通常DC50mV.魚

 。I肉ユキうティトの時だけDC25mV)であった。
 な春,各種類の摂餌パターンを比較検討する定めに,録音,再生,記録時の電圧や音量につい

 '千七は同二案件に在るよう十分留意し走。

結果

 1.ハマチの摂餌パターン

 昭和46年7月から11月までの魚体重3008から1.5009までの各種餌料投与による摂

 餌パターンを第1図から第8図に示す。

 第1図は通常サバのミンチ餌で飼育されているハマチに,今何ばじめてカタクチイワシを投
 与し,約1分30秒後には餌付が低下した解付不良の一例を示・した。

 第2図ば西桜島地先に拾いて市販の配合餌料と鮮魚を等量に混合レ造粒機を用いてオレゴ

 ・ンタイプの餌を投与したものであり,第3図ば竜ケ水に拾いて鮮魚を投与したときのパターン

 である。第2図,第3図を比較して,いずれも餌付状態は良好セ,ほξんど差はみられ在い。

 第・図1第・図ば一マチの養殖期間中最も鰯の活発締揮9ものそ・.鄭図が鮮魚坤二
 第5図は同じ生欝に約1ケ月後に配合飼料を用いたオレゴノタイ。プの餌を投与し先パタr二/で
 ある。

 第6図ば魚体重1畑に成長したハマチに鮮魚餌料を投与したも・ので,水しぷきをあげ在がら一
 摂餌し,大き在パターンを示している。
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 第7.図はi同一生欝を用いて,前半は通常投与しているオレゴンタイプの餌のうちで鮮魚のか

 砂に・一呼に幣郊卒を添カ1。して市販の配合飼料をね峠ぜずレゴンタイプ風の餌を鮮し
 餅は雛のナハを投与.はもので狐
 牟合飼雛けの妙蝉の融投餌速度カ戦り速/なっているカ㍉良好卒叩童みら
 午後辛Q†バを投与したものと比較してもそれほど劣って牢いない。
 第8図のパターンぱ,第7図て行なった時gような方法でテヌトを試みた。
 供試魚は夏場からオレゴンタイプの餌で釦育されているが,11月に宏ってから次第に餌付が

 低下している。・まず,テストには前半を従来のオレゴンペレット,後半に鮮魚を投与すると前半

 は餌付が緩慢なのに対して,後半の鮮魚には非常に活発在擬餌がみられ,両者の餌に対する反応
 が明瞭に判別出来る。

 2.餌料の質と硬軟の違いによるハマチの摂餌パターンの変化

 第9図は同じ生費のハマチを用いて,ハマチの餌料に対する嗜好性テストを次々に餌をかえな

 がら連続して行なっ走÷例である。
 まず1は従来の配合飼料を鮮魚と混合してオレゴ:/タイプの餌を投与し,活発宏擬餌をしてい

 るところに1と同質の餌を水分10.3%に冷風乾燥し走試作ペレットを考えると皿のよう在パタ

 ーンを示した。第1回目の投餌てば軟らかい餌と勘違いして大き在パターンを示すが第2回目の
 投餌以降から非常に餌付が低下してきている。

 ㎜は1と同じ軟らかい同質のものを投餌し,やや摂餌が回復し足ところを見書十らって,次に配

 合飼料だけでペレットを試作したものを表面を海水でひたし投与したのがlVである。このパタこ

 二/はペレットを投入した海面の水音だけ小さをパターンとして表われ;全く摂餌はみられなかっ
 た。

 =Vは皿と周し餌停水壱力11えて十分ねり餌にし下から投与したパターンで,やや良好在餌付がみ
 られる。Mぱ1Vの鉾に水を加えねり餌として投与したところVの餌付より劣るパターンを示した。

 以上のことから,餌の硬軟の違し(からノ}マチの摂餌を比較した場合,ハ下チが好んで摂餌する
 のは,軟らかい餌であり,嗜好性のあるハマチ用配合飼料をつくる為には一つの条件に在るもの
 と思われる。

 5=野祥干キスが与えそご・アテの索餌行動の反応試験
 方法;各種エキスを潮の流れを利用して,潮上からハマチの生費の中に交互に流し込み,ハマチ

 の反応を観察し録音を試争だ。な拾,このテキストは投飯前に捨こない,叉1人影や物音
 については,ハマチに影響を与え在いよう十分留意し試験を行なっ走。

     試験生費の大きさ,放養
     尾数・1尾の重量エキスの種類・量ハマチの反応     .月日場所

     7x7xアm金網①サバの可食部の水溶サバのエキスが生害の中に流

     4・5。殆・目性エキス9.5五火すると1ハマチは一斉に上層

     9.8竜ケ水3,000尾部に浮上し,まわりはじめ,時

     (1尾600夕)②冷凍オキ了ミェキス々水音を走てる。オキ了ミでは
     8.4五生費の底に沈んだまま変化なし。
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     試験生欝の大きさ・放養
     月日場所尾数・一1尾の重量エキヌの種類・量.ハマチの反応

     7Xアxアm金網③サバの可査部の水溶性⑤及び④に対しでは9/8
     45傷目エキス6五サス三キスの時と同様の反応

     9.13竜ケ水3,000尾④サバの内臓の水溶性エが一みられ,水面に浮いている
     (1尾600夕)キス4五軽石やビニールテープの切れ

     ⑤市販配合飼料の水溶液端を七に入れ,興奮がさめる
     6五と生費の底に沈む。

     ⑤に対しては液が白濁した

     重いか一斉に逃避と思われる
     ような行動をとり,群遊性が

     なくなり,一時は生欝底を券

     さえこむことがあった。

     ①②③のような水面に浮上

     し,餌を求める反応はなし。

     アxアx7m金網⑥サバのボイルエキス魚肉をボイルしたもの,し

     45努目14五老いものでも①③④のエキス

     9.28竜ケ水2,500尾⑦サパの可食部の水溶性と同程度の反応を示し,⑥⑦

     (1尾ア009)エキスー18五め差をみる一ごとは出来差かっ
     た。(第10図参照一)

 サハエキスの時と同様の反応

 軽石やビニールテープの切れ

 4.ハマチの摂餌試験(室内実験)

 。飼育条件コーンク1-1水槽1、・・1.・一・1.・m換水量…%エ了ニス1ンによ
 る潔・気

 。実験水槽一N皿1～司(4槽)凌劫皿4め水槽は11月下句から換水量を1/んに増やす
 。供試蕉10月2ア日章タ赤地先の養殖ハマチ1尾平均1,100夕20尾(1水槽当り

5尾)

 。予備飼育①1水槽に5尾つっ放養し,約20日間は冷凍サバを切身にして餌付を試みたが

 室甲のブ回下一と揚水ヂソプの物音や,〈牢におびえ摂餌=なく,ハマチの目め前
 に餌が巻ちても何の反応も示さ方かった。

 ②放差当時111009あ.ったハマチは800～11000ダに減量してきたが・ようや
 く環境たなれてきたせいか各水槽で1～2尾が摂餌をぽじめ走。しかし,多量に

 投与すると口の中に入れた餌を吐き出したり,無軍応浅行孕を示した。
 ③1-1月下句,クルマエビ少量をNα4の水槽へ投入すると,今までみられをかっ

 た活発な餌付去みせたので,4～5日間,ヒゲナガエビを投与したところ,本格
 一的な餌付がみられるように宥っ走』

 、試験結果I予備飼育だか在り手間とつ走がジエビの投餌で摂餌が回復したので,下記のよう
 在餌料を投与してハマチの摂餌状況を観察した。
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 各餌料に対するハマチの摂餌比較試験結果

       摂餌状況※
       備.考

       1234

       ヒゲナガエビ十.十ト十十エビぱむき身

       1

       冷凍サバ'■一切り身(内臓・骨除去)

       ヒ〆ナガェビ十ト十十十トエビはむき身

       エビすり身十ペレット一一一一エビのすり身にベレヅトを浸漬・(硬い)

       」二記の餌をねり餌十十一十ペレットをつぶし,エビのすり身ヤね・り餌(軟質).

       2エビ抽出エキヌ一十一・       十ペレットエビの摘出エキスにペレットを浸漬(硬い)
       上記の餌のねり餌十一十一十.ペレットをつぶし,抽出エキヌでねり餌(軟質)

       配合餌料のねり餌十、十一十十ペレ.ットに水を加え,普通のねり餌

       .了ルテミ了エキス
       一一一一       十ペレット了ニレテミ了のエキスにペレットを浸漬(硬い)

       上記ρねち餌十ト十廿十ペレットをつぶし,了ルテミ了エキスでねり餌(一軟質)

       3ペレッ・ト■'.一一水でレペッIトの表面をし一めし先もの(硬い)

       ねり餌十十十ト廿ペレットに水を加え,ねり餌としたもの(軟質.)

       鮮魯サパ.一一一切り身・内臓・骨除去

       了...サリ、一トト十ト十ト十むき身

       イカ十十ト一I一ミ内臓除去,切り身

       4了ジ十ト十ト一十。一一■内臓・頭部除去,切身(餌付後半悪し)

       一キ.ビナゴ十十一■一尾の重喧投与

       了カェIビ十ト十十十むき身一一

       了カエビ廿十十ト十

       5        了カエピの乾物一XXXX!むき身→投剖軟質)了カェピ＼むき身→電子レンジ→電気乾燥器(2ん)ブ投与(硬質)
 註:摂餌状況の表示

十;良好

 ・一十;†や良・

 一;摂餌左し

 X.;数回口に入れては出すもの
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 考察並びに要約

 1.本県のハマチ養殖場において投餌される鮮魚餌料及・び市販配合餌料を用いたオレゴンタイプの

 餌等について,その摂餌状況を「梅竿」3)の調査方法そ実施した。
 2.鮮魚餌料とオレゴンタイプの造粒された餌の摂餌状況を比較するとハマチの魚体重1畑未満李
 では,いずれの餌に対しても活発な摂餌がみられる。
 また,鮮魚を含ま往い市販の配合餌料だけにこれを加えたオーレゴソタイプ風の餌を与えても鮮

 魚を投与し年ものと同程度の良好方摂餌・を示した。
 3・7月から・オレゴンタイプの解で飼育されたハマチぱ・11月下句.1・『切の大きさに在った頃
 は,次第に師付が弩下して巷り,鮮魚ξ撃与する.と第8図で示すように活発な餌付を示す。この
 原因は造粒された餌のサイズが小さすぎるととも考えられるが,この頃に在ると水温の低下にと
 も左;一そ,餌に対女る選択性が生一して,鮮魚にあみ嗜好性を示すのかもしれ在い。

 4.市販の配合飼料に鮮魚を等量加えたもの,.あるいは鮮魚のかわりに水を添.如した一ものをオレゴ

 ンイブプ(軟質)とペレリトタイプ(硬質ユ.の4種類の餌について・同一生茸の供試魚を用いて
 摂餌状況をみたところ,ハマチの接餌は配合内容よりも,むしろまず第一に餌の転らかいものに
 より反応が表われて拾り,一とのことぱハマチの摂餌条件の一つになるものと思われる。

 5一合目,ハマチの餌として大半を占めるサバについてそのエキスを可後部エキス,内臓エキス,

 (可綿9ボイルエキスにわけ・・蟻の中に流し込みハマチの反応寺観察したが・その差はなく・
 いずれもエキヌがハマチの群に到達するとハマチは表層に浮上し右叉は左の一定方向に群をっく

 ってまわり一はじめ,渦の中心に集唾った浮游物をローに入れ走り,尾鰭で水音一をたて,解を求める
 行動が観察されて,各エキスに含まれ走おそらく複合体の7ミノ酸が誘引物質となってハマチを

 刺激しているものと思われる。、季紅オキで妄{子スと市販の配合飼料に対しては索餌行動は在
 .く1配合飼料の水溶液にい走ってば,白濁してい声せいか逃避行動のようをものが観察され牟。
 6一実験水槽に拾けるハマチの摂餌試験の結果,ハマチはエビ類に活発を餌付反応を示すが,一同種
 類のエビを乾燥して投与すると,他の硬い蟹どは異なり,何回と在く口に入れでは出す動作を繰=
 り返してい季。、これはエビを乾燥したたやに琴さが原因してhると考えられるが,このようを索'
 餌反応があることは,ハマーチが好む誘引物質がエビ類に含まれているためであろう。
 7.以上のことから,当初の目的とした固型飼料投与によるハマチ養殖は仮に嗜好性のある誘引物一

 頁を添加しても,口の中に入れようとする餌がかたければ,現段階てば鮮魚餌料なみに擬餌を向

 上させることは平常午困難が予想亭れるぐ1これは飼育甲岬1マテの干芦以外方苧鮒よ,
 ,㍗恩枠糺
 血最後に,今後ハマチの配合飼料の開発幸図って行くだは,上記の餌料の硬軟あ度合は別とIして・
 も,まず誘引物質がどのような餌に単体で含咳れるのか,あるいは複合体青一秒か…叉どの・ようカ=

 成分によってなり立っているのか,究明する必要があると考えるg

 終りに臨んで,ハマチの摂餌音パターンの作製にあたって種々御導きいただいた南西海区水産研
 究所藤谷趨博士に厚く拾礼申し上げます。
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46.7.29垂水市海潟地先

 1.餌カタクチイワシミンチ?分目プレート

 Zハマチ5ρPo尾BW300牙
 3.生費5.4m四方^イゼリクス8節
 4.餌付やや悪い

46.7.30西桜島地先

 1.解鮮魚サバ十配合飼料1=1造粒
 2.ハマチ5,OOo尾BW2509
 3.生笈4m四方金網5分目
4.解付良好

 46.7.30鹿児島市竜ケ水

 1.餌鮮魚サバ5分目プレート
 2・ハマチ5,600尾BW2809
 私生費7m四方35形金網
4.解付良好

 46.8.ユ。2鹿児島市竜ケ水地先

 1.餌冷凍サパ5分目プレート

 2.ハマチ5,200尾BW340身
 3.生費?m四カ35努金網
4.餌付良好
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46.9.8.  鹿児島市竜ク水地先

 ユ.解サパ十配合飼料ユ:1造粒
2.ハマチ 5,200尾 BW5503

畠.生策 ?皿四方 35%金網

4.解付良好

46.10.18.  鹿児島市竜ケ水地先

 1.餌鮮魚サバ

2.ハマチ 2,500尾 BWl,0509
 a生費  P加四方45駕金網

4.解付良好

 46.工O.22 西桜島地先

1.解 前半配合飼料十海水124造粒
 後半鮮魚サパ

2.ハマチ  6,OOO尾 BW8009

&生笈 7×7x5m 24努金網

 4。餌付いずれも良好

46.11.24 西桜島地先

1.餌  堕守蟹承サバ十配合飼料]:1造粒
 後半鮮魚サパ

zハマチ  5,OOO尾  BW1.5陣
3.生費 ?x7x5m 24努金網
 4一餌付前半悪い三 後半良好



46.11.25 西桜島地先

1.ハマチ  5.OOO尾  BW1.o㎏

2一生費  7x7x5m24努金網

 3.餌の種類
 1鮮魚サバ十配合飼料111造粒(オレコ.ンタイプ)
 皿鮮魚サバ十配合飼料1:1造粒・乾燥(ペレヲト)
 皿1と同じ
 皿水十配合飼料造粒・乾燥(ペレ・ト)
 V皿の餌を水を加えねり餌にしたもの
 刊配合飼料だけをねり餌にし先もの

46.9.28  鹿児島市竜ク水地先

1.ハマチ 2,500尾 BW8509

 z生費  7m四方35瀦金網
 3.魚肉(サバ)エキヌの流入



 §カツオ餌料魚(カタクチイワシ)斃死原因予備調査

目的  夏期に捨ける蓄養カタクチイワシの窮死原因を究明し,歩留り向上の定めの今後の

 対策樹立の基礎資料を得る。

 調査方法の概要

 1.場所東町宮ノ浦地先…・二・・1・図一1

 Z目時昭和46年・7月15日15鈷より7月16日15時まで

 3.調査の具体的宏目標

 (1〕生費内の海水交換率の究明

 (2〕生接内外に拾ける水温並びに溶存酸素量,酸素飽和度の時間的変化あ究明
 (3)上記要因とカタクチイワシ薙死との関連性の究明

 (4)蓄養カタクチイワシの病害の有無

 4、調査対象

 (1〕生費用漁獲後4日目のカタクチイワシ蓄養生費

 1口〕カタクチイワシ未収容の生費

 (2)一水深1m層並びに5刎層

 (3)位置上記生費㍑バロ〕の内側各1点と生費の外側1点

 (4〕時亥目25時間継続観測(1時間毎調査)

 5.ヰ調査員と担当

 水温,酸素……・…・・…本試九万E臼,北上,

 潮流関係…一…・…・本試肥後,荒放

 記録……・……・・漁放課山下(耕)

 調一義結曳あ概要

 1.生費内外の海水の流速}図2

 (1)生費の外側の流速はlm層で最高1・桃、、が観測されたがイ・伽X、以下あ流
 速であ弘.i明層も1・伽/…の速い流速時もあるが・似・・以下の流淋大部分
 で表層よりも全般的に流速は弱い。

 (2)生蕾内の流速は…・1m層で最高g叩/S♀Cで平均レて7㎝/るeC・・以下の流速であ私
 5肌層も8α外ecの流速時もあるが,全般に4α以eC卑下の流速で.手m層より弱い流
 れである。

 (・)生費内の流速は1m層てば生費外流速よ岬㌻郡が・・鴻では外側流速と大差はな
 い。

 (4〕餌料収容生費と未収容生費とあ流速には大差は認められず,外部流速の強弱によってか
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 わってくる。

 (5)生費内の換水は現時点てば良好のようである。

 2.イケス内外に歩ける水温存らびに溶存酸素量,酸素飽和度の時間的変化

 一(1〕水温の変化一図3

 1椛層………日の串頃から日没の間に拾いて,イケスの内が外より高水温を示す傾向がみ

 られるが,夜半にはイケス内外共に同じよう老水温を毒レてり乱立.おイケ

 ヌ内外に巻ける温度差の著しいのは・一1!膏g町・即一・一1・.敵
 か㍗。イヶヌの外で水温の時間的変化が著しくなr下商

 5m層………イケス内外共に同じような温度変化で低潮時にやや高温と在っていると工が
 うかが身)れる。イケス内外についてみると1m層程の差はみられ=在い。一

 (2〕酸素量の変化一図4

 1m層………イヶヌの外てば2時頃からやや減少し始め6僻に最低。ヵタクチ収容のイケ

 スでも3～6時は少をく在っているが,特に漁獲直後のカタクチをイケスに

 収容し走場合,収容後3時間頃に溶存酸素量が少在くをっている。一イケスの

 内外を比較してみるとカタクチ収容のイケス内側がやキ少在い状態である。

 5肌層………1m屑と同様に夜明けの6時頃少:なくなっているが,漁獲後のカタクチ収容

 の場合は2時間後に最低となっている。イケス内外につい七比較してみると
 カタクチ収容後4～5口のものではその差ば殆んどみられないが,漁獲直後

 のカターク≠収容めもめセはイケスの外に比べて少在くなgていることが確認
 された。

 3.酸素飽和度の変化

 1伽,5m層とも大体100%内外を一示してい乱

 1m層…・・一カタクチ収容のイケスが若干少なくなっていて3時に最低の90.5%と注口

 でいる。

 ・m層………ヵタクチ・日間蓄養のイヶンてば内外殆んど変ら朴が1蝉後ρ.イクスて
 ば2時間目に88.5%と減少している。

 4・蓄養カタクチイワツの病害の有無1

 細難病害は確認批舳が傷としそ次のもめが畔眺(衰弱し呼ぶら游
 泳しているもの)

 .(1〕皮ふ…・・二・∴一鱗のはく離、発赤(細菌性に在る可能性あり)
 '(2〕眼球…・…・・出血,一夫損
 (3)吻端……・・、出血,欠損
 (4、消化管・……・・空胃で内容物在し

 (5)肝臓…・・・…うっ血,融解みられるものあり。
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 以上の症状から絹ずれ鼻つきによる脳挫傷によるものと1思われる。

 5、上記各要因とカタクチイワシ窮死との関連性

 (1、海水交換率,溶存酸素,酸素飽和度,水温などの環境要因の変化からみて,これ,らの要
 因がカタクチ難死を惹起する原因に看るとは考えられな.い。

 (21現在の錐死は漁獲時あるいはその後の取り扱い在とによる絹ずれ,鼻つきに起因する皮

 下損傷(脳挫傷)が主因であろうと思われる。

 6、調査に拾ける今後の問題点

 (1〕9～10月蓄養歩留りが極端に悪くなるらしいのでこの時期の携死原因調査を実施すべ

 きである。

 (2)その際の調査事項としては今回の項目の他に病原性細菌の分離,農薬の影響を取.珍あげ
 安けれぱならないと思われる。

 図1.東町宮ノ浦地先

 カタクチイワシ蓄養場

 餌料未収容イケス



 図2流速の変化

餌料収容生費

 1m層

 5m層

餌料来収容生欝



 図3水温の変化

 1m層

 5m層

 カタクチ収容イケス

 カタクチ未収容イケス
 イケス外

 酸素量の変化



 図5酸素飽和度の変化

 1m層

 5m層

 カタクチ1,600kg収容



 §真珠漁場公害委託調査

 総理府中央公害審査委員会に拾いて審査中の村田真珠株式会社喜入漁場の,公害紛争事件に係
 る水質調査を,総理府から委託されたもので,結果は,固守に報告し走。

 1、調査定点

 列図のとおり13点

2.調査時期

 昭和46?8月字ア日/合計、。回、事前調査5町工事中調査、、回、
 昭和4、ア≡年.2・月18日

3.採水層

 0,2,5m採水.=。tl,2,3,4
 0,2肌採水st5,9,13

 0肌採水St6,7,8,lO,ll,12
 4.調査項目及び方法

 (ユ〕水温

 1/10目盛水温計で,現場で測定した。

(2)透明度

 直径30cmの透明度板を使用,最終回(4ア.2.18)のみ測定した。

 (3〕懸濁物量

 ミリポ了フイふターAAWP4ア棚(孔径0.8μ・)を,使用し試水2五を,濾過し,そ
 の平均値で表わした。

 な拾,瀞紙の乾燥は凍結真空一乾燥機(共和式RL-15MB)によった。

 (4〕クロロフィールα=量:

 懸濁物量を,測定後のフィルターを,そのまIま90%了セトン10mに溶解し,0～

 5℃,暗所に,20時間,抽出後,遠心分離し,↓澄み液を,日立光電光度計101
 型を,使用,波長665mμで,測定,計算式にまりクロロフィール量を,算出し走。

(5)測流板追跡調査

 …に舳て,潮流板を投入し,約1時間後馳岬,一移動方向,距離をコンパスで一
 測定した。

 (6)調査臼の風向,風速

 鹿児島地方気象台及び,喜入町役場の資料によった。{由)

 ※文献

 1)..J・n廿St・i・k1・・d・・dT・R・P・…n・:Bu11・Res・Bd-Canada
167185～194(1968)

担当者九万田一已

武田健二
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 調査点図　瀬々串漁場



 ○結果

1.調査日

46年8月27日

2.天候

晴9時現在

 3.当日の風向,風速

NE
/9時現在

 3犯/seC

 4η/seC1日平均

4.
5.

潮汐

満潮10115

干潮16:10

調査時間

10:00

 ～下り潮

11:40

      St採水層(m)採水時間水温(℃)懸濁物質(PP㍗)Chlorophy・ll-a(砂3》、
      0「0,0028.58.14.2・27

      1.2～28.03.82.・67一一.

      5、28・42.70.53二≡

      010.1629.42.40.67一

      22～…L竺0.53I
      5.孝g.02.60.80

      010.3329.43.51.07一一■一■
      32～29.04.20.94.

      529.04.01.07
      .二I一

      010.5129.52.61.07

      42～29.22.60.94'

      529.03.11,0ア

      5

      一

      6
 

     
ア

      8!

      011.1930.34.70.80
      9～      一

      230.25.50.6ア

      10

      11

      12

      011.4029.88d1.20
      一～      13

      229.75.一プ0.80

 ※潮流板追跡調査せず。
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1.調査日

46年8月27日

2.天候
 晴　9時現在

 3.当日め風向,風速

NE
/9時現在

 13肌/SeC

 4η/SeC1日平均

4.潮汐

満潮10:15

干潮16:10

 5、調査時間

12:15

 ～上り潮

14:50

採水層
St

(m)

12

22

32

42

{

60

ア0

80

100

110一

120

0

13

2

採水水温

 時間(℃)

14.5029.8一

～29.3

29.5

14,322・9.9

 ～一29.7・

29.ア

14.1630.3

～30.2

29.9

13.0929.ア

～29.7

29.4

12.3830.5
 ～一一一

30.3

1㍗5→÷

懸濁物質

(PP㍗)
2,5

2.4、

3.6.

2.7

2.8'

4.8

2.9

3.6

4.5

2.1

1.9

4.8

5.6

10.1

5.2

5.3!

Ch1oroPhy11-a
(η/m3)

1.20

1.07

0.53.

O.94

0..80

1.60

1.07

1.07

1.34

一0.53一

=口.53

1.34一

1,20

0.94

0,94

0.80

 ※潮流板追跡調査せず。
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 1、調査日

46年9月6日

2.天候

雨9時現在

 3.当目の風向,風速

SW
}9時現在

2η/sec

 2㎜/SeC1日平均

4.潮汐

 満潮0ア:31

干潮13:56

5.調査時間

09:08

 ～下り潮

10:50

St

6.

10

11

12

13

採水層

(椛)

採水水温

 時間(℃)

09.08 25.6

～25.4

59.12 2513

09.22 25.3

～25.2

59.27 25.1一

09.40 2.5.4

～25.4

3.59.44 25.4

09.56

 1■一丁
・い・…

25,9

25,7

25.7

10.1426.2

2
0 汗妻

10.2026.2

0110.22 26.4

10.3026.1

10.3226.0一

0.10.33 26.2

010.34 26.0

.P... 10.3526.4

十1111 26.0

 一一26.0・

懸濁物質

(PPm)

2.7

3.5

3.2

1.5

3.0

2.6

1.ア

1.7

2.9

2.5

2.2

2.2

 .1一・3

1.2

1.4一

1.2

1.6

6.3

1.、8

6.2

5.9

9.2

2.3

2.2

 ChIoroPhy11-a一=
(卿/耽3;)
2.80

2.27

1.34・

1.Oサ=

0.之0

1.34

1.8ア

1.34

2.00

2.54

1.34

-1.20

0,67

0,53

1.0ア

1,34

0.94

3.61

0.53

4.41

4.27

3.87

1,60

1.4ア

 ※潮流板の動きは目測による。

 投入後70分で東へ約560肌移動し走。
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1.調査日
46年9月6日

2.天候

雨9時現在

 3.当日の風向,風速

SW
/9時現在

2m/SeC

 2腕/sec1目平均

4.潮汐

 満潮Oア:31

干潮13156

5.調査時間

 t3二:耳58
 ～上り潮

15':=43

      ξt採水層(秘)採水時間水温(℃)懸濁物質(PPm)Ch㍑ザ
      013.5826.22.O2.プ4一一

      12～2-5.81.91.60一

      414.0125.63.91.87

      ・一014.1-225.ア4.52.27・一

      22～25.4.、2-8.1.60一'一

      4.章14.1625.3.21.71.8ア

      014,28.2-5.82.61.74

      3一2～25.ら、.2.31.34一

      514.3125.4,2.41.47

      014.4426.4,3.12.14

      42～26.12,71.34

      514.4625.52.81.8テ

      014・59.26.62.11.34

      5

      215.0126.4一2.31.34

      6015.0326.81.亨1.34

      7015.0426.61.91.34

      .8.015.0626.71.91.47

      o15.15ク6.7・1.81.74

   
   

～      9

      0.915,1.726.ア'2、事1.34

      10015.18,一26.62.11.34

      11015.1926.82.31.60
      。1

      12015・20.27.0一..3.82.40

      石一■■一一一一      15'4.126.6.2.21.ア4
      ～I

      .15.4さ一2一よダ一'3.21.34

 ※潮流板ρ動ぎは目測による。

 投入後.ア5分で辛へ300m移動した。
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1.
2.

3.
4.

5.

調査日

46年9月13日

天候

晴9時現在

 当日の風向,風速

NE

 4。/、、c/9時現牢
 2η/SeC1日平均

潮汐

満潮15:42

 干潮一ア:54

調奪射間.

一1.2=1'8=

 ～上り潮

14=00

       採水層採水水温懸濁物質Ch1orophy工1-a潮流板の動
       St(肌)時間(℃)(PPm)(m/刈
       012.1826.0351.60

       12～26.04.30.80

       ・丁石125.76.51.07
       012.3426.44.11.4ア、

       22.～26.13.90.6ア

       512.3725.ア3.70.80

       口12.4926.2:4:81,34一
       32～身6.24」80.6ア

       2.912.5326.110.90.80       013.0426.03.ア1.34'＼ノノ/''./■'灯'
       42～25.83.20.53

       513.0ア25.ア3.30.67

       013.20～26.24.31,20'◎       5

       213.2226.33.71.0ア喜入役場
       6013.2426.24.21,20一

       1

       7013.2526.24.21.60、

       8013,2626.34.11.87、

       ・L・～・・213.3ア26.4.4.61.4ア、       91
       2よ4、       5、口1.47

       、

       1q013,3826.44.81.60、

       11oI.13.3926135.51.4ア、        、

       1-2o13.402る.5ア.31.34、

       、

       0一1358?・26.83.一ア0.94、       13一2j14.0026.8・T「1・・“、、、、、

 潮流板の動き



1.調査目

46年9月29日

 2、天候

 くもり9時現在

 3.当日の風向,風速一
NE

19時現在 3一関/SeC

 2m/Sec1日平均

4.潮一汐

満潮.15158

.干潮08:16

5.調査時間

12:40

 ～上り潮

'14:32

      St採水層採.水水温懸濁物質Ch1oroPhy11-a
      (m)時・.・間.(℃)(PPm)(卿/m3)
      012.4025.12,30.94

      12～25.32.90.53.

      512.5225.23.40.6ア

      O13.0325.21.80.67

      22～・25.42.00.40
      IlI

      513口6一25.42.20.53

      01.3.2025.01.60.5-3

      3.2・一～25.22.10.6-7

      313.222与一105.9O.67

      013.252.5.'21.4一〇.4-0

      42～25.31.6.0.53

      ・513.2ア2.5.31.40.6ア

      01351?25.1.2.00.80      5■一■一■一…一一'一
      2.13.5325.41.30.40

      6口13.5524.81.80.80
      '.'

      ア013.5624.92.1・0二80
      一`.■

      8013.5ア24.9118一=0.67
      一一

      014.07～24.42.3一1.20      9'
      ク14.0824.62.00.6・7

      ■山'

      10一014.0924.42.81.20

      11014.1024.ア3.11.34

      12014.1124.83.51.34

      01430一・?25.41,80.67      13
      214.3225.42.3・0;8D

＼
＼

 潮流板の動き

＼/＼
 〔沖

○

喜入役場



1.調査日

46年10月12日

2.天候

 くもり9時現在

 3.当日の風向,風速

NE
}9時現在

5η/SeC

 3腕/SeC1日平均

4.潮汐

満潮15:10

 干潮O=7129

5.調査時間

12:25

 1土り潮
14:10

      St採水層(m)採水時間水温一(℃)懸濁物質(PP椛)Ch1oroPhy11-a(m/m3)
      o12.2522.24.52.54

      12～22.24.02.94

      512.2822.24.2。'2.80

      012.4122.24.2・.一3.34

      22～22,24.ア一3.34

      512.4422.O5.13.0ア

      012.5522.口5.12.67

      32～22.05.42.40

      3.2・12.5821.97.13.20

      013.1222.44.02.14

      42～22.44.22.14

      513.1522.92.72.2・7

      013.28一～2'2.9一2.41.60      5

      213.32一22.82.ブ1.8ア

      6013.33一22.72.ア1.ア4

      701-3.3422.7・3.111.87

      8013.・35一22.3,4,31.ア4

      o21.5・.9.9・1.ア4      13.44一～13.46      9

      221.6、8.32.80

      10013.4821.310.1・2-0-0

      11口13.4920.910.3j2.6.ア

      j12013.5020.015.03161

      21.79.31.ア4      13014.08丁れ～1・21.71・一Cj2;2.80

 潮流板の動き

喜入役場



1.調査日

46年10月15目

 2.・天候

晴9時現在

 き..当日・の風向,風速

NE
}9鯛在

4η/seC

 2m/sec1日平均

4.

5.

潮汐

満潮17:10

 干潮10ゴ54

調査時間

12:36

 1上り潮=一
 14=睾。4一。

      St採水層'(m)採水j時間水温(iC)・懸濁物質(PP・工)Ch1orophy1トa(・穿/m鉋)
      .・P.・'一一一2'12.3623.一64.11.プ4      1I'～23.34.1,7-4

      51.;一392オ9I5.21.87
      I口・12.522き14一3100.94

      2.2一～・2310ゴ3.一三1.20

      512.55:22.8一4.6一1.3-4

      013;0色23{李.3.81.20
      き12一～.23二1一∵3.8・1.60
      .513.1122.84.31.ア4

      '0.13.2323.23.61.07

      42～23.13.51.60

      513.2523.14.41.47

      013,40一～一23.13.81.60      5

      213144一23.14.ア1.60

      610・一13.4522.94.31.3-4

      アー・0'13.4162.2.フー・一・3.91.4-7

      8一0131482.2.45.32.27一

      02.2.9一4.71.60

      9"1015.58～14.00-14.01      一

      202,2.72.2.87.ア2.40      …凹凹

      5.01.ア4

      11014.022.3.47.53.4ア

      12014-032.3.89.ア4.41

      014.222.3.0      135.41.20      2r・～・・2.3.15.82.00

 潮流板の'動き



1.調査日

46年10月22日

 2、天候

晴9時現在

 3.当日の風向,風速..

NE

/9時現在
3m/Sec

 lm/sec1日平均

4.潮汐

満潮08:36

干潮14:31

5.調査時間

13:41

 ～下り潮

14:ヨ4

      St採水層(m)採水一時間・水温(℃)懸濁物質(PPm)Ch1orophy11→(m/m3)
      .ピ

 
     
1

      ・2

      3ξt一

      0.13.4123.73.20.67・

      42～23.8340.6=7

      513.4523.53.40.4・七
      一一

      013.59・・丁「丁「0.40
      一～

      5

      214.02・三■.0.13o'''一'1凹'      8.4'一一一一一10.2      '      '一

      6014.0425.40.13

      ア.014.0525-39.00.13

      8014.07一25.39.20.13

      014.1824.810.01.8ア
      9一～
      114.2124.87.70.94

      100、4.2224.810.51.74

      11014.2224.81-O161.74

      12014.2324.314.31.60

   
   

～

      014.4224.ア'・20.67
      1-3一
      214.4424.64150.53

 ※潮流板追跡調査せず



1.調査日

46年.10月23日

2.天候

晴9時現在

 3.当日の風向,風速

NE
19時現在

2η/Sec

 2m/sec1日平均

4.潮汐

満潮09:08

千潮14:57

5.調査時間

15:00

 一～一上り潮
15:42

       恵一圭採水層(m)裸一水時間水.温一(℃)懸濁物質(命m)Ch1oroPhy1トa(卿/肌3)
       '

       015.0023.22.40.67

       12～23.22.80.6ア

       515.0223.02.60.80

       015.1823.32.1O.53''一'ユ凹凸一       22～23.31.一80.53

       5一一一15.2323.O2.20.53

       015.3723.42.40.80

       32～23.22.3一一I-0.67一一
       515.4223.23.20.80

       4
       5

       ξ
       7

       8
       9

       10

       11

       12

       う3

 ※流板追跡調査せず。



1.

1.調査日

46年11月8日

2.天候

晴9時現在

 3.当日の風向,風速

NE
/9時現在

3η/SeC.

 2m/SeC1日現在

 4.潮汐・

満潮11:08

 干潮041き1

5.調査時間

09:13

 ;～一一1土り潮

 11:0号、.一

       St採水層.(允).採水時間水温(℃)懸濁物質(PPm)Ch1γoPhy1トa(惚/mξ)
       0.二9.132=0.33.71.4ブ

       1グ～2≡0.23.81.ぎ・4一

       59.1720.0・4.01.34

       一一09.3020.23.ア2.27

       22～20.・1342.00

       59.342.0.0.3.41.74
       一

             32.～20.62.ア1.60

       59.5020.42.71.60
       一一'

       00.0320.92.70.67

       42～21.02.41.・0I7・

       510.0ア20.92.61.47

       o10.21.20.63.11.一20       5

       210.23.～20.アI2.61.34        一

       6010.2520.62.41.8ア

       7o1口.2620.3一2.51.60

       8o10.2719.83.91.20

       019.04.71.60       10.3・5～10.40・       9

       219.35.32.14

       10010,41・18,8・5.22.40

       1『0一10.421818・ア.12.2ア

       12010.メ,318.56.92.2ア

       020.7.1.8一一1.47

       13、一211・・P1～.11.0520.81.8一1.4ア

 測流板の動き



oo

1.調査日

46年11月17日

2天候

 くもり9時現在

 3.当日の風向,風速

NW
/9時現在

 11.η一/Sec

 1売/Sec1日キ均

4.潮汐

 満潮18:1ア

干潮12:43

5.調査時間

13:45

 Y二一し土嫡・
 1・肘32、

      1St採水層(m)裸一、・・水時間水温(℃)懸濁物質.(PPm)Ch1oroPhylトa.(η/m3).1
      0=1-3.4520.4.・一2.42.40

      12一?20.32.4240

      513.492-014・・2.'一62.80

      014.0220.42.≡3

      22～20.2'ウ.・82.・94き20
      514.0520.3二2.I13.0ア

      014.1720.2.2.一02.94

      32?20.O2.62.94

      一514.2120.12.13.0ア・

      014.3320.41.82.14

      42～20.21.92.14

      一514.3620.41.ア2.27

      020.42.41.87      1452～・14.53      5

      220,21.81.4ア

      6014.5619.82.一7重14

      7014.5ア19.6.1.81.74

      8014.5819.33.21.6口

      015.0719.02.21.47
      9～
      .215.0818.92.81、ア4

      10015.0918.92.11.47

      11O15;0918.82.71.フ4

      12015.101.8.ア'2.91.60

      口15.3020.01.ア1.0フ

      ∴132～15.32.20.01.4.0.94

 測流板の一動き
喜入役場



1.調査日

46年11月24日

2.天候

晴9時現在

 3.当日の風向,風速

NE

/9時現在
j2㍍/Se・ .2m/Sec1日平均

4.潮汐

 満雫11:ソ

 干潮1ア:14
5.調査時間

12147

 1下り潮

1司:31

        採水屑採水水..・温懸濁物質ChIoroPby11-a測流板の動

        St(m)一時・間(℃)(PP功(η/m3)

        012.4ア20.12192.27。
        12一～一・20.03.02.54

        512.5119.73.42.67

        013.0120二〇2.31.4アー

        22～'20.O2.51.'ア4

        513.061ヨg.82.91.87

        013.182-O.02.81.0ア

        32～2-0.02.91.一47'■

        '         ''

        513.2219.92.81.60!

        '一         '
        '

        013.3220.41.81.47w'ノ

        42～20.61.811。アー4一
        513.3620,31.52.。00・

        013.50～20.41.71.18=7.C

        5        
.2一1315220.3一1.92.00一喜入役場         6013.5420.22.11.74、
        、

        
7013.5520.01.71.≡6ロー、

        、

        
801315619.83.111=20。、

        、

        
014.05～一1-9.92.4215-4一、

        9、        1.514.0719.81.92.=010≡、
        2二2ニア、

        100140719.81.9        、

        
1=1014.081・9162172ゴゴ0、

        19.一12二字一、

        12014.092.14、        、

        
01.4.29～・20.0・ヅ4い

        13.1・1,07        214.3120.011.1・一・1・1∵20、、、・一、、、一、、 測流板の動き



 1、調査日

46年12月2日

2.天候

晴9時現在

 3、当日の風向,風速

W
19時現在

 1砕/SeC

 2枠/Sec1日平均

4.潮一汐一

=満潮07:02

干潮1身158

5.調査時間

09=30

 一・～一下り潮

11:12

       St採水層採水.水温懸濁物質Ch1ofoPhy工1-a測流板の動
       (m)時間(℃)(PP肌)(m/m3)
       09.3019.02.24.54

       1218.72.05.21

       59.3418.32.75.34

       09.45=19.21.84.81

       2219.02.0534

       59.4918.62.55.87、.
       010.0018.ア2.54.01

       3218.52.94.2ア'■
       /

       。'

       4.510.0318.72.64.41'一
       '

       04.2ア一       10.1418.82.7/町ノ
       42118.ア2.94.67

       510.1ア18.92.9494

       010.30j8.61.92.94O       5

       210.3318'6一2.63.74喜入役場
       6010.3518.62.33.20

       7010.3618.42.52.67、        、

       8010.3ア18.43.02.40、        、
       、

       010.45.18.3一2.・O3.0ア       9        1.010.481I8.12.13.071.`1・べ        、

       10010.4818.4一1.82.40、

       、

       11010.4918.42.62.54、

       、

       12010.5016.6ア.71.60、        、

       011.1018,82.22.67。
       13        .211.1218.72.3・312ロー、“、べ一、、、■

 測流板の動き



1.
2.

3.
4.

5、

調査日

47均三1月12日

天候

晴9時現在

 当日の風向,風速

NE
}9時現在

 3η/Sさ。

 4m/Se=C.1日現在

潮汐

満潮15:4.8.

 干潮I10:2.4

.調査時間

12:34

 ～上り潮

14=16

        St・採水層採水水一温.懸濁物質Ch1oroPhy11-a測流板の動
        (m)時間(℃)(PPm)(硯穿/m3)
        0.12.3416.21.72.40

        12～16.11.82.27

        512.3616.22.42.14＼
        0.'12.49一16.21,82.80        22～16.22.02.80＼＼
        512.5216.21.92.40

        I一

        013.041612一1.62.27

        3.2～16.41.92.14/

        513.0616132.1.2.14'I＼'ノ3'一J一
        .013,1916.42,12.2ア'         ～ノ

        42～16.51.8.2.27

        5一13.2216.51.72.14

        o13.35一一～1ア.01.41.34o        5

        13.371ア.01.21.20一喜入役場        2

        6013.4016.ア2.32.00

        70一.13.4116.62,22.00、         ・、
        、

        80一13,4216.54.82.00、

        ,

        013.5116.32.11.74、

        9～1353,         、

        216.12.71.87、         、

        10013.5416.05.31.60、

        、

        11013.5516.05.61.34、         、

        13.5516.0、、        120ア.91.34、

        o14,1515.44.31.34'w
        13         2～14.1615.33.21.4ア“

 測流板の動き



1.調査日

 4ア年1月25日

2.天候

 くもり9時現在

 3.当日の風向,風速

W
/9時現在

3m/Sec

 3m/sec1日現在

 ・潮.苧
蝉1手=千4一
 チ潮。gそ145

5.調査時間

.μ:10
 ～上り湖

ハー:5ア.

      St採水層(m).1採水時.間水温(℃)懸濁物質(PPm)Chloτoさky11-a(m/m3)
      o10.1017.52.20.94

      12～17.62.2一1.一07

      510.131ア.51.61.20

      o10.25.1ア.81.50.94一

      22P18.01.21.07

      510.2818.01.2一0.94

      010.4017.91.ア1.20一

      32?18.21.41.身0

      510.4418.21.40.94

      010.5518.01.5・0.80

      42～18.21.・00.6ア

      510.5918.21.00.94

      011.15～1ア.72.31.34      5

      211.171ア.81.50.94

      6o11.2017.62.7・1.20

      701.1.211ア.52.81.20

      8011.221ア.5      b11.30～1ア.0対094254
      '

      9

      211.331ア.01.41.34

      10011.3416.92.92.00

      11011.3417.02.91,47

      12011.351ア.02.91.74

      ・1き口1155?一17.81.31.07
      211.5717.81.61.20一測流板の動き



1.調査日

47年2月7日

2.天候

雨9時現在

 3.当日の風向,風速

4.
5.

/9時現在
 9」.三
 1以SeC1日平均

潮汐一

満潮11:02

干潮18100

調査時間

13:08

 ～下り潮

14:51.

       St採水層採水水・温揮濁物質.Ch1orophy1トa測流板の動
       (肌)時間(七)(PP帆)(η/椛3)
       013.0.815.8一.1=ヅ1.7-4.・

       1、2～'15.9.1.1;一一2.00一

       51.3..1^16.口1.払2.τ4=1

       0一13.23.15.9'・1.31.74

       22ピ15.91.3'1.74

       513..2ち16.O2,01.87

       013.3916.11.41.47

       3'2.～16.i1.61.60       513.4216.32.01.4ア、＼'㌧/'!///
       0{3.4916.11.71.6。・0!        ,

       42～16.1.1.31.47

       513.521&11.41.47

       0。14.10～16-2・1.51.34O       5

       214.1216.21.81.34喜入役場ノ
       6014.1616.11.8'一1.34

       7014.1715.81.9・1.20、

       、

       8014.1815.92.31.2-0、
       {・

       01426川.～15.92.01.4.7、       9、
       1.514.2815.91.81.60、

       、

       100一14.2915,92.11.74、

       、

       11014.3015.92.22.40、        、

       12.014.3015;8..2.512.40、        、

       014.49～15.'9'一1.:5一.1,60、い、、       13        214,5115.81.51.4一プー“

 測流板の動き



1.調査日

47年2月14日

2.天候

 くもり9時現在

 3.当日の風向,風速

NE
19時現在

2m/sec

 3m/Sec1日平均

4.潮汐'

 満潮ヨ・07:08

千潮一13:一06

5.調査時間

10:11

 ～下り湖

11:30

       St採水層採水一水温懸濁物質ChloroPhyIトa測流板の動
       ヒm)時間(℃)(PPm〕(η/m3)
       010.1114.92.14.54

       12～14.52.04.14

       510.1415.21,74.1月

       010.2ア15.01.44.54

       22～14.91.64.6ア

       510.3115.01.ア4.41

       、

       010.4214.51.53.61

       32～14.21.84.27一
       一

       510.4514.21.94.41。!        ノI
       一

       010.5614.81.74.2ア一//
       42～14.81.54.41       510.5914.81.54.27/γ
       011-13.～15.41.12.2フ一〇       5

       211.1515.21.22.54喜入役場
       6011.1815.32.02.40

       7011.1915.03.31.60、

       、

       011.2014.ア1.34、       83.4、

       、

       o1129.～14.23.31.87、       9'、(1ボの
       111.3114.22.91.87、、

       10011.3214.03.61.47、        、
       、

       11一011.3213,85.311741

       、

       12011.3313.510.61.8ア、

       、

       、

       一一一一一

       13べ、
       一■」        一一.“

 測流板の動き



}

1.
2.

3
.

4.
5.

調査日

47年2月14日

天侯

 くもり9時現在

 当日の風向,風速

NE
}9時現在

 2肌/SeC

 3m/SeC1臼平均

潮汐

 満潮Oア:08

干潮13':06

調査時間

14:42

 ～.上り潮

'16:28

      St採水層(m)採…水時'一間水温(℃)懸濁物質(PPm)Ch1oroPhy11-a(η/m3)
      014.4214.82.73.4ア

      12～14.73.03.8ア

      514.4514.82.83.87一

      014.5715.22.13.20

      22215.02.434ア

      515.口015.02.93.61

      01I5,1214.81.93.20

      32214.82.33.0'7

      515.1514.82.33.20

      015.2814.72.13,74

      42～14.62.34.01

      515.3214.72.34.41

      01-4.82.33.34      5       215.45～15.4714.82.33.4ア
      6o15.5114.52.83.20

      7:o15.5214.83.12.80

      801≡5.一ち315.24,61.8ア

      Oη.01ゼ15.04.52.00      9

      1.516二0314.74.42.14

      1001れ.0414.94.61.8ア
      11o.一r6.0514.74.71.74

      12016.0614.57,91.74

      1・十ト;ll:115.O.'2.32.14      叫ξ2.42.14

 測流板の動き

喜入役場



1.調査日

47年2月18目

2.天候

 くもり9時現在

 3.当日の風向風速

NE
19時現在

 3η〆=sgc・1

 2m/sec1日干均

4.潮一汐一

一満潮09:09

干潮15:.32

5調査時間

10:54

 。}～＼.リ…下り潮
11:38

 Ul一

         採氷層一琢一一1一水一、・時一..摘水温二樗濁物質gh1舳曲yHF身一透明度測流板         St一(m)c℃).(PPm)         0。10.54.15.92.1(汁
         12。～16.021一3.07ア.5

         510.5716.0・。1一口・鶴         010.1015.82口2.4口＼          、

         22～15.82.02.407.5

         510.1315.81,62.94鶴         0..一一0124.15.91.83.ロア＼//
         ～一一一.＼         32.15.71.63.0ア8.口

         511]二27.15.71.6         010.3915.81.7・∵         3.47＼/
         サ一         42～15.9.1一16.0

         510.43一15.81.4㈲

         口'一10.55          ～16.31.74.口         5暦O         210.5716.22.口.3.47

         6ロー11.0116.42.1.3.4740錫喜入役場!
         一a5㈲、         7o11.0315.92.5.3.47、

         8口11.051583.72.80乙2嵐、

         o11.13～15.82.6.4.口1、         9Z7㊧、         一

         211,1415.8一2.9.、         .4.01、

         1口011.1515ラ2ア.....4.口125鶴,、          、

         11011.1615ラ2.94.01Z3鶴、
         12口11.17一個㈲、         15.07.63.87。、、

         0;;帖ド4.54一“、         13…'一一一一「■         24.27.えア鶴一“

 測流板の動き



 §.市来港内における貝類へい死原因調査

 。依頼者と依頼月日三日置郡市来町島昭和46年'1月1日

 ○対象物,へい死場所及ひへい苧発生時期;はIまぐり,.あさり,その他貝類。市来港内の市来町
 役場下から国民宿舎下附近の一帯。一昭和46年10」ヲ睾旬頃から発生コ
 ○へい死時の状況;市来港内(大黒川,八房川の二河川が合師する河只興近)では,夏期観光客
 の潮干刈場所として数年来貝類の増殖を図って来たが,一本年度はでんぷん工場の操業開始に伴宏

 h河川の汚染が甚だしく,貝類のへい死が激増する傾向にある。
 ○搬入され定資料;へい死貝,附近の底質,でんぷん工場廃液。

調査結果

 1.錘入され走試料の分析結果

     ぞんぶん工場廃液へい死見附近の底質
     区.分

     コ;場出口河川出口ヘドロ砂泥

     PH4.905.一ア36.70ア.57

     硫化物(S-PPm)853.0ア25.0

     SS(PPm)6485.02094.O

     COD(PPm)1401.72014.010ア80.口8390.0

     BOD(PPm)129ア0.021380.030940.022560.0

 2.廃液及び底質の性状

 PH:一廃液は何れも酸性を示し特に工場出口の4.90はか在り低い値と云えよう。底質は
 ヘドロが砂泥に比べて若干低く在っているが,ほほ中性を示す。

 硫化物:底質はヘドロ,砂泥共にア00～850PPmの範囲にありヘドロは外観的には,

 黒色を呈するものの,硫化物量は砂泥と大きな相違はみられず比較的低い値を示し

 ている。でんぷん汚水による底質の悪化は,水質の汚濁から2～3ケ月程度拾くれ

 るので,現時点に拾ける底質の悪化はさ程'ま年大きくをいものと思われる。
 SS:工場出口6500PPn,.河川出口2100PPmで,廃水の流下に従って,SSも

 沈下し減少している。在拾工場出口の650口PPmはほとんど廃水原液に近いと考

 えられる値であり,河川出口の2100PPmもが在り薄いと云える。
 'COD:工場出口廃液1400PP肌ぱ,そめ数値から判断して廃水原液のほほ1/2～1/三

 程度に稀釈され走状態と考えられる。河川出口ぱ2000PPmと,工場出口より

 高く在っている。底質の場合は,水質の4～5倍程度高いOOD値を示す。

 BOD:工場出口13000PPmは,廃水原液の1/2程度め稀釈状態と推察され,河」l1出
 口てば21000PP肌とCOD同様工場出口より高い値を示す。

 COD値に比べてBOD値が何れも10倍程度高いのは,でんぷん等有機汚水の特
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 徴的性状であるが、工場中口より下流の河川出口で高い値を示すのは,'当該工場の
 廃水以外に大里川本流に同種の汚染源の存在を意味する。底質のBODは水質より

 更た嵩咲値を示し,特にヘドロぱ,3000PP腕の極めて高い酸素消費を示す。
 以」=要約すれば当該でんぷん工場出口における廃液は,すり込み原廃液が殆んど無
 処輝のまま排出されているのでは在いかと考えられるほど高い汚染状態を示し,更
 に当該廃水が大里川に流入する時点に拾いてその汚染状態に」=積みされる他の汚染

 源の存在が推察され,。水族が棲息する環境では全くをいととが明らかである。

 3、貝類のへい死原因について

 観況的宏水質環境は上述したと寄りで貝類のへい死もでんぷん汚水による極めて高い環境汚染
 によIるものであろう。ただ,へい死見附一近の底質の硫化物が比較的低いこと,水質・底質の酸素消

 。質量(BOD)が極めて高いこと,SS量がかなり高いこと在どからみて,へい死の直接原因は

 硫化物右との腐敗毒物よりもSSの堆積叉は酸素不足による窒息死とするのが妥当と考えられる。

担当 弟子丸修

黒木克宣



 §病変魚及び獣脂様異物の調査

 ○依頼者と依頼月目戸='一伊集院保健所長。昭和46年11月10日
 ○搬入され走腎料;一I'病変魚(ボラ),脊及び腹部に赤色斑点,潰瘍,尾鰭永切損等の外観症状を
 認める魚体ならびに獣脂様異物。

 ○資料採取時の状況;東市来町役場から,神ノ川河口の江口浜附近に獣脂様のものが漂流し,また同水
 域附近で前記の病変魚が採捕された旨の連絡あり,伊集院保健所に対しその調査方依頼があっ走。

調査結果

 1.奇病魚について

 県下各河川で発生している奇病魚の原因は,農薬,生活排水その他の汚廃水等の複合汚染に

 よる魚族の細菌耐性低下によるものであるとの結論がすでに本年4月出されて居り,依頼の
 病変魚についても同様のことが云える。

 2.獣月旨様異物について

 神ノ川河口の江口浜に漂流していたという獣脂様異物についての分析結果は次のと拾りであ

 る。

 イ)外観性状及び化学試験結果

 ○常温で白色固型状,殆んど無臭・

 ○加熱によ珍溶けて,油状を呈する。重たその蒸気はラード様臭気を発する。

 ○工一テル,クロロホルムに易溶,了ルゴールに不溶。

 ○沃素価59.8不鹸化物11.4%

 このよう凌特数からこの異物が植物脂である在らば,イリペ胸ツ了脂,ニクジク脂,パ

 クリー脂,在ど,動物脂である在らば,イヌ脂,牛脂,豚胸在とであると,推定され,

 その他の乾性植物油1鳥類脂或いはロウ類で古いことは明らかである。

 口)同物質の脂肪酸組成

 脂肪酸組成をガスクロマトグラフによか分析した。結果は次表のと拾りで,同物質に含ま

 れるC16:1脂肪酸は,通常植物性油脂には含まれない脂肪酸であることから,この異物

 は動物脂であろうと考えられた。脂肪酸組成は動物の種類による特有の組成を有するが
 この分析結果を既知の動物脂の組成と比較すると表に示すようにほぼ豚脂に近い一数値を示

 す。

 獣脂様異物と豚脂の脂肪酸組成(%〕の比較

 脂肪酸1CCCCCC・CCC
 121416182016:118:118二220以」二

 異物1・・ll…佃1入・・・・…1λ・…
 豚脂1.・…11.・ 2.ア40.97.11.7

 ※油脂化学便覧:日本化学協会編(丸善)から引用
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 ハ)以上のととから江口浜で採甲された異物は・牛1季拶李ど1二1む卵1に近い獣脂で
 あると考えられるが・こ丸紬1べの流久純が明らかで古いので動物名の断定はでき榊。
 ただこのような水中で分解され難い油脂が河川に流入(投棄?)することば,当然これに附
 随するその他の汚染物質の混入=も考えられるので水族環境に何らかの影響を及ぼすものと考
えるべきである;

担当弟子丸修

黒木克宣
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 §魚類へい死に伴なう水質調査

 ○依頼考と依頼月日;加治木保健所長。昭和46年11月22日

 ○へい死点採取場所;姶良郡蒲生町北。

 ○搬入された資料';水質へい死点(ドジ目ウ)。

 ○へh死点発生地点の状況;蒲生町別刷11漁協長より,別府川水系流域で操業中の立電工業株式
 会社からの排水口で魚類がべい一死し,これが同会社の廃水によると考えられるので調査して欲し

 い旨の依頼が加治末保座所になされ走。同会社の事業内容ぼ,ブリキ板を薬品で表面処理して塗

 装するとのことである。

調査結果

 1、へい死魚について

 搬入された死点(ドジ1ウ)は1立電工業株式会社工場排水溝蹄除した際に・すでに↑1
 い死し走状態で発見されたとの事で死後かなり時間が経過したものと観察㌣….その弾
 等は明らかで洗い。在券聴取したところによれぱ,当該排水溝てば,すでに魚類は死に絶

 えてし妻っているとの事であった。

 2・水質について
 (1〕聴取事項

 へい死点が採取され走水路には,立電工業の排水が40ト;//day程度排出され,300
 m下流で別府川本流比流入している。排水路上流はかんがい用貯水池とをって拾り貯水池

 からの流量は排水量の1/2～1/3程度。当該工場は螢光灯のカサの塗装が主で,使用さ

 ㍗る薬品は,リン酸平鉛11肖酸亜鉛・塩素酸塩1界中活性剤雫午亭っ㍗紅
 一(2〕水質分析結果

 次表に示す。
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排水1分11帰結漂

    排水口上流排水口排水排水口克羅

    外観性状無色透明正常臭気安し徴白'癌僅かに微細在白色沈てん物。臭気殆んど存し。無一二色透出==正常臭気在し
    PH一7.ア77.267.83

    COD(PPm)0.28測定不能2.13

    7ニオン界面活性剤(DBSとして)(PPm)認めず0.21.ア
    P(PPm)一0.150.130.45

    Fe(PP肌)0.632.000.24

    Zn(PP椛)σ.1030.600.60

    一戸b(PPm)認めず認めず認めず

    Cd(PP売)認めず認めず認めず

 測定法COD;了ルカリ酸化

 法,排水口と排水口下流の

 水は,KMn04を投入し

 往い状態で,硫酸酸性下に

 噴いてK工から'工を遊離.し,

 KMn04消費量の測定が

 不能。.特にこの傾向は排水

 口排水が顕著である。排水

 口にか在り強い酸化物の存

 在が推考される。

 7ニオン界面活性剤;メチレ

 ンブルーによるJIS法

 P;モリブデン酸了シモン

 によるJIS者去

 Fe;塩酸ヒドロキシル了ミ

 ンによるJIS法

 とのうちPについては,排

 水口,排水及ぴ下流200

 mの水は測定回収率が殆ん

 ど。であり1発色を阻害す

 る物質の存在が推察され,

 実際のPの量は,かなり高いものと考えられる。

 重金属;試水を硫硝酸分解ジチゾン抽出,原子吸光光度計(日立20-8')で禎一」定。

 3.I考・察

 (1〕水質の一外観は,排水口排水が僅かに白濁している程度で,臭気その他特に異状は観察されず
 PH値も正常とみて良い。

 (2)CODほ,表注に述べたように排水中に存在すると考えられる。かなり強い酸化性物質(例

 えば,使用薬晶中塩素酸塩)によってみかけの汚染度(COD)ぱ低く出ているとみて良い。
 宏拾この種一の無。機一性廃水による汚染をCODで比較することは無意味であろう。

 (3)界面活性剤は,排水口下流に会いて排水口より高く在っている理由は明らかでない。ただ当

 該排水はか在りの無機塩が含有されているので発色法による測定法では,発色が阻害され,定
 量値が低くをる翁それは一応考慮に入れて卦く必要があろう。厳密には,測定回収率を求めて

 補正すべきかも知れ安い。何れにしてもABSの魚に対する安全濃度は一般的には。.2～0.5.

 PP仰であダこの排水ぱ・排水口下流200mに拾いても安全濃度をはるかに超過している。
 特に,使用される活性剤が1般の洗剤でなく鉱油処理斉次類するものであればその毒性はかな
 り強い筈である。
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 (4〕重金属は,Z-nが排水口に拾いて30PPmと極めて高い数値を示した。Znの魚に対する
 安・全濃度はO.1PP肌であり,200m下流の0.6PPmもこの安全濃度を超えている。
 以」=の結果から,当該工場の排水は.典型的な無機排水であり,外観性状,PH,CODは問題
 方いとしても,界面活性剤とZnについては魚にとっては明らかに有害濃度と在っている。特
 にZnぱ,1日の排水量40トンから概算すると1日に1-2切のZnが連日放出されているこ
 とに在る。云うまでも在いことであ1るが,この種の重金属はたとえそれが安全濃度以下であっ
 ても長期に亘れば別府川からその河口域にかけての汚染や,同流域に着ける生物体への蓄積等
 も起り得るので,・これを工場内で回収除去する手段を早急に講ずる必要がある。

担当弟子丸修

黒木克亘



 §鉱油処理剤の毒性並びに油臭着臭試験

 。依頼葦、俸頼甲1.シーライ1工業㈱.。蜘・・年1月・1.日
 ○搬入された資料1局社製鉱油地理剤ツーク1∫ン50A,早0及ぴ8.05;

調査結果

1毒性試験

 ㈹試験月日賄4Z年.1月13=1目～・.㍗.腎日
 1回〕試験場所鹿児島水産試験場水槽実験室

 ←→供試し走鉱油処理剤シーライト工業(株)製シーグリン50A,80及ぴ805三種

 H.試験方法JISK102(1964)に示され走方法に準じた。

 ◎供試魚1コイ(平均体雫7.3c〃,平均体重アー62夕)
 供試魚は,県本試内氷面種苗センター(指宿市)から試験の都度搬入した。試験開始前

 の2目問,試験水温(20℃)で餌止めして予備飼育し,正常宏状態の魚体を選別して

 試験魚とし走。

 ◎試験水槽,試験用水,供試魚尾数及び試験水温1ポリエチレン製角型水槽(75エ容

 31×41x61㎝)を用いとれに水道水70五を満し,供試魚10尾を投入し走。期問中の
 水温は20℃±0.5℃に調整した。すをわち水槽に水70五を満して一昼夜加温(ヒー

 ター及びサーモスタットを使用)とエヤレーシ目ンを行在った後,試験開始直前に,供

 試処理剤を所要濃度となるよう添加して混和し試験区とし走。各試験区には処理剤を全

 く加え凌い対照区を設けた。試験期間申は,各水槽共弱く通気を行衣っ走。
 ◎供試処1理剤の試験濃度の表示

 各処理剤を原液とし,試水1且申に含有される原液重量η(PPm)で表わし走。

 ◎供試魚の生死の半1」定

 点体をつついて,全く反応を示さなく在っ先ものをへい死点として取り扱い,平衡を失

 って横転遊泳しているものや,底に横たわり鰯だけ動かしているものはすべて生存魚と

 して数え,48時間後に拾ける生存魚どべい死点を尾数で表わし走。
 ◎処理剤の毒性の表示

 48時問後に蛤ける50%致死濃度(48hrsTLm)を片対数グラフを用いた作図

 表作より求めた。
(利結果

      シーグリン50Aシーグリン80シーグリン805

      濃度(PPm)生残率(%)濃度(PPm)生残率(%)濃度(PPm)生残率(%)
      7.O1006001002200100

      9.3100800100300090

      12.410口110080360090

      16.590150080440020

      22.0o1900053000

      29.30
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 上表に示した結果は,各処理剤について数甲g予備実験を繰り返え.レ光後行なった本試験の
 結祁ある。この結果から佃た一リ求め圭一・・h・・TLmは下表のと削である。

処理剤

TLm
 48、「s(PPm)

シーグリニ/50A

18.8

シーグリン80

1660.口

シーグリン805

4050.0

 注.供試魚!コイ水温20℃±0.5

 2.油臭着臭について

 1イ〕食味試験

処理剤
 食味によ老油臭

 魚俸の外観

シーグリン50A

 前らか麦油臭を謹む

 魚体表,エラ等
 異状在し

シークリ=/80

 .油臭は感知・しない

 がj食味に渋味挙ク。

 魚体策特に腹部
 が発赤顕著

シrグ1.リン805

一同一一左

 ・同左

 註.食味試験は,前項毒性試験に供試し走魚体のうち,一50Aはア戸Pm,12.4PPm
 80は400pPm,110φP売,805は1800PPん濃度で48時間経過の,正常作
 遊泳し下いる魚ゆ肉質部を採取し1印を口中に育んでその油臭の有雫を検し1魚
 体の外観岬宇瞬したも叩狐

 ガスクロマトグラフによる油臭の分離

 魚肉質に着臭し走鉱油様油臭停,ガ子クロマトグラシ分離判軍し得ることを当場牢拾いて
 別途確認しているので,食味試験に供した魚肉について,'どれを加熱し走時発生ずるヘッ
 ドスベニヌガスをガスクロ≒トグラフによ;て分離し,魚肉中に侵入した処理剤の検出を
 行渚ったρ

 ◎一分スタロ寸くラフの条件
 機器島津GC-1C

 カーζムニぞ㍗レス(=φ剛1・三.75m・Sト301・5%(・h・・…。・b一
 ,.=..〃鱗・∴1、}!.㍗、・一・・分昇耳、W60～80M)

 キャう大久地=、、砂/分!・・W午一谷1・14分)
 検出一器FID温度280℃

 注入口温度・・㈹感度/.;13レンジ/l:㌶1
 ◎結果一

 ・.第1二回
第2回

第3回

第4回

第5回

 第6一回・

 ガスクロマトグラムは,次めと参りである。
 シークリ・二/50Aの原液一

 シーグリン50Aの原液の加熱蒸斐
 シーグリン50・Aの1-2.4戸Pmで4≡8塒間飼育した正常魚体肉質の加
 ・熱蒸気・

 シーグリン80の原液

 シーグリン80の原液の加熱蒸気

 シーグリン805の1100PPmで48時間飼育した正常魚体肉質の加
熱蒸気



 第7回シーグリン805原液の加熱蒸気
 第8回シーグリン805の一2300PPmで48一時間飼育した正常魚体一角養の加

熱蒸気

3考察

 用.鉱油処理剤の毒性
 供試した三種の処理剤の中で最も毒性の強いのは50Aで亭った。この処理剤の48hrs
 TLmは18.8PPmで,この値ば同処瑚剤について,過去に実験した値19.0PPmとほぼ
 同じ値である。一方80及ぴ8口5ぱ,何れも極めて低毒性処碑剤であると考えられ,特に

 805の48brs.TLm,4050PPmぱ,実際の海面に拾ける使用に拾いでは,殆んど問
 題とならない数値であろう。凌券80については,東海区水産研究・所が,ヒメタ'カについて求

 め先48hrsTLm,1300PPmに比べて,当場の実験結果1660PP肌は若干毒性が

 低い結果と在っているがこれは,供試した魯種の相違によるもあと考えら打る。
 (回〕処埼剤による魚体への油臭着臭
 供試し走三種の処理剤の中で,魚肉質た油臭を附着せしめたあぽ5-0Aのみで,他の80及
 ぴ805では,油臭附着は全く認め在かった。ただ,この場合高濃度(1000PPm以上)で
 1は魚肉に渋味を感じ走。叉,この場合魚体表面特に腹部に発赤を顕一著に認め,魚体に対し何ら
 =I一がの生一理的影響を与えていることが推察された。.ガスクロマトグーラブによる検査では,50A

 の場合,そのクロマトグラムのパターンからみて,溶剤に軽灯油系統の鉱油を使用して居り,
 7PPmでもその肉質から鉱油のピークが分離された。魚肉に着臭した油臭はこの溶剤が原因

 となっていると考えられる。(2図,3図)

 80及び805の原液は,両者類似のクロ・マトグラムを示しその溶剤に概ね同一のものを使

 用していることがうかがわれる。この溶剤の内・容について,明らかではないが,原液のクロマ

 トグラムにみられる脂肪酸様ピFクと,このピー一グが加熱によって揮発して蒸気に移行するこ

 とから推察して,その主成分はある種の脂肪酸エステルではないかと考えられる。又,これら
 のピークの後に鉱油類似のピークが僅かに認められるが魚肉に対しでは,油一臭は与え在いよう

 である。

 この80及ぴ805の両処理剤の高濃度液(・400PP椛以上)で48時間正常に遊泳して

 いる魚の肉質中には,原液にみられるピークがそのまま現出し(6図及び9図),処理剤の溶
 剤成分が魚肉中κ移行し走ことを示している。魚肉を口中に含んだ時に感ずる渋味はこのピー
 クに由来するものと考えられる。

 4、要約

 1イ〕ツーク1】ン50Aはコイに対して強㌣毒性を示したが・80及ぴ805は低毒性であった。
 ただ,80及び805の場合魚体はへい兆しをい場合でもそれが高濃度に在ると,魚体表に発

 赤症状が観察され走。(1000PP肌以上)

 同、.1.。Aは低濃度でも(1…)和に顕都/壬臭を報れ・・及ぴ・一・・はその肉質に
 油臭は全く感じをかったが肉質に渋味ポあり,そのガスクロマトグラムから処理剤の成分が魚
 肉中に移行したことが確認された。

担当弟子丸修
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第1図  シーグリン50A原液



第2図 シーグリン  50A原液の加熱蒸気



第3図  シーグリン50A(12.4PPm)で飼育した魚肉の加熱蒸気



第4図  シーグリン80原液



第5図  シーグリン80原液加熱蒸気



第6図  シーグリン80(1100ppm)で飼育の魚肉の加熱蒸気



第7図  シーグリン805原液



第8図  シーグリン805原液の加熱蒸気



第9図  シーグリン805(2300ppm)の飼育の魚肉の加熱蒸気

レンジ0.2

 レンジ切換
0.2→0.8



 §魚類のへい死調査

 ○依頼者,依頼月日;開聞町長。昭和47年2月22日

 ○へい死点採取場所;揖宿郡開聞町川尻浦(新川河口附近)

 ○搬入された資料…ウナギ,小ボラ等のへい死点。

 ○へい死点発生時の状況1昭和47年2月20日午前11時頃,河川水が白濁し同水域附近仙妻

 息申のウナギ,ボラ,コイ,フナ等が急激にへい死し荷床に沈下堆積した。

調査結果

 搬入されたへい死点20尾の内訳は,ウナギ1ア尾,ボラ3尾であった。

 調査依頼の主旨が,そのへい死原因の究嬰ということであるがへい死点発生当時の現場の状況
 と水質が不明であるため,へい死点だけの観察でその原因を明らかにすることぱきわめて困難であ

 る。調蒼依頼書に記述されている"依頼までの経過1`から僅かに当時の状況が推察亭れるが,～二の
 状況と搬入され先負体の肉眼観察結果を併せて要約すると次のと参りである。

 ①へい死点発生時,河川水が白濁していた。

 ②魚類(ウナギ,ボラ,フナ)などが急激に狂奔,横転して,へい死した。
 ③一その翌日は正常に遊泳していた。

 ④へい死点のうち一部のウナギはその体表に発赤斑を認めた。一
 上記の事項一から,魚類へい死は一過性の急性毒が河川に流入し走ことによって惹起され足とみるが
 妥当であるが,その毒物が何であるかぱへい死発生当時の水質が明らかでないため全く不明である。

 先だ当時の河川水が白濁してい走ことから,農薬の大量投棄が考えられ走ので魚体中の農薬(塩素
 系)を分析し烏

 別表に示した分析結果から

 ①ウナギの残留農薬総量ば4.25PPmで,その大部分はDDT(4.OPPm)で占められる。

 又,この籍薬6魚体内分布は,皮(2.4PPm),肉質(1.4PPm),内臓(0.24PPm)
 と宏って参り,皮に高く内臓に低い農薬量を示した。

 ②DDTのうち,DDEは最も多く,DDTの主成分であるPP'一DDTはDDEに次いで

 多かった。

 上記の結果を当場が過去に実施し走県下各河川の魚類中の残留農薬分析結果と比較して要約すると

 次のとおりである。

 ①BHCば,通常河川で遊泳している魚類のそれと大差在く一般に言われる残留農薬量と考え
 て一良い。これに対してDDTは今回のへい死点ぱ1～2PPm程度高く在っている。

1

 ②一般的を魚体内の農薬分布をみると,内臓に最も高い量を蓄積し,肉質には内臓の悟ほ万1

 ～了程度を保有するにすぎ老い。これは魚類が摂餌によって農薬を経口的に取り入れている
 ととを示すものであるが,今回のへい死点は体表に最も多くその体内に向って次第に減少して
 いる点が一般の魚類とその分布を全く異にする。

 ③塩素系農薬は体脂肪に蓄積され易いが,ウナギの脂肪は肉質に12～15%,皮に3～4%
 (何れも鮮物中)で,皮の脂肪量は肉質に比べて,か在り少ない。
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 ④今回のへい死魚(ウナギ〕に箪出された残留農薬が食餌に干.って体中に取ク込書れたもので
 あれぱ,その内臓に最も高い章が鐸認されるはずである。叉一長期に亘って体内に蓄積された
 ものであれば,脂肪量の多い肉質に多く農薬が蓄積され・るはずであるが,今回のへい死点はそ
 の何れにも該当せず,体表部分の皮に最も高いDDTを認めだ事は環境からの外部接触によっ

 て魚体表に農薬が附着したとみることもできる。二一一二
 ⑤現在,一BHC,DDTなどの塩素系農薬ぱ;一使用禁止と在っている現状からすれば,このへ
 い死点に認められたDDT量が,一般的在残留盤薬であると考ええにぱ高いように思われる。
 ⑥DDTの毒性は,一般的には慢性毒と言われるが,水域に拾いてそれが急激在環境汚染の原
 因と在る場合は,比較的低濃度に右レても魚類に対し急性毒と在る可能性が考えられる。ウナ
 ギの残留農薬分析結果から類推さ'れる事項は概ね上記のと拾り・≠あるが,当時の環境水質,特
 に河川水を白濁せしめた物質が明らかで往い以上へい死原因を断定することはできをい。

担当弟子丸修
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別表  へい死ウナギの残留農薬

                調魚体中魚体.部位別BHC異性体(ppm)DDT異性件(PPm)デルド

                査可嘉・0P一リン                残農BHCDDTDDTPP'
                魚βδDD固DDD推定値                合計合計合計αγ

                種(PPψ⑫Pm)促P切位(PPm)(PPめDDTDDTPP椛

                精肉O.0761.4150.0350.0060.035TrO.640Tr0・4,500.3150.055                ウ

                ナ4.2530.2224.013皮0.2162.3730.063O.0100.053Tr1.013T・÷0.70.5吋一01108
                ギ

                内臓0.0200.2430.0070.0040.009Tr0.104Tr・'.0.0ラー40.0420.023

 (注)Tr:痕跡



 §鹿児島市与次郎ケ浜海中公園の魚類飼育用水調査

 鹿児島開発事業団の依頼により実施したものである。
 (1〕魚類飼育用海・水採水口附近調査

 調査月日昭和46年7月9日(前日降雨あり)

 採水層・調査項目は別表のとおり

結果

          項目岸側(距岸35m)沖側(距岸6-5m)一一
          表一層10m層表層20m層

          水温℃2アー523227.220.今.
          透明度mo.9一一一08一

          透視度醐2830以上27一30以工一

          P二H8'028.138.038.13・

          塩素量%o12.9617.7213.611ア.88

          溶存酸素量PPm6,165.946.61k.25

          C0DPPm0.700.220.650113

          亜硝酸pPm0.0100.0030.0080.002

          了ンモニ了PP肌0.115o0.0510

          硅酸PPmI2.ア31,02一2.970・ア8.

          懸濁物質PPm1.9.18.011.234

(2)魚類飼育用海水井戸調査

 調査月日昭和46年9月20日～46年9月22日

結果

     採水時刻項目え20満潮■1PM7:569.21千潮λM1:55乳21沸潮PM71589.22干潮1会M2:20
     PH7.6アー…一一一'一'ア.51ア.53-0一一'.一7.65

     塩素量%。・91・'1・ア9.・司510.20!9.15

     亜硝酸PP肌検出せず箪串#ず0.00ξ..0.008
     7ンモニ了PPm1.4ア4f～091,365....1.323

     CODPPm1.641.641・ξ1千.・一…1・章6

担当武田健二
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 §水産物加工場.廃水調査

 漁政課が・枕崎産地流通加工センター形成雫挙の薔料とするため・枕崎水産加工業協同組貢苧粕
 工場及びカツオ節加工場の廃水調査を必要どこ.一依頼されたので実施した。

 1.ヵツォ節加工場廃水調査

    加工場名大茂水産鮫島水産大一商店

    規模犬中中

    従業員数43人・7・人

    調査当日,原料入荷量3トン一4トン1
    最盛期廃水量約20トン/日一一約81ン/日
    水一頁46年5月20採水

    水温120520.8i192
    PH6.556.896.43

    C-ODPPm158.08902660
    B・0DPPm529030409080

    ■

    SSPPm26201320一3680

    備一考排水一口より採水=原料処理終才直萬排!■水口より採水,器具洗潅水の割合多し廃水口より採水の畔珪Iきため原料沈滞考シク内の水を採水・

商店1

 廃水口より採水の流出

 をきため原料洗樵タン

 ※カツオ節加工場の廃水め内,=煮熟水は,エキス製造に利用されるので,原料魚の洗潅水
 のみが,排出されているdそのため廃水は,赤色(血液色)を呈し.小肉片も混入して

 いるが・排水口附近での臭気は割合少左いようであ島

2.魚粕工場廃水調査結果

 (1〕調査日時・昭和4ア年2月23日・.

(2)採水点1工場用水(河川水)

 ..1真筆濃縮機の廃水(工場の総合鹿本では在い) (・)分析鯛∵紬・・,1…,・・p,浮遊物量.
(4)分析結果表

     項目・工場用水漠筆撃縮機の廃水

       水温一一一、一';一℃.1.12,01一一='.一11-25.0       .PIH'1一17・16一一一一一■■ア.63

       CO-D・1'P筋.一一三一一0.446.ラ9
      ポ◎㌧P....～取...1.25一1319.一

      浮遊物量PPm3.35.7

担当武田健二



 §錆落し剤及ぴ防錆剤の魚(コイ)(こ対する
 致死濃度について

 三共ゴム株式会社の依頼ω1嚇が1.開発し走錆藩し剤(商品名・二・丁1・り.及ホ防錆
 剤(同K-3-200)の魚類に対する致宛濃度試験(4ε時間TLm測定)一を行在っえ。

 試験の方法と材料・
 試験日時昭和46年4月19日より

 〃4月25日

 供試魚の種類と平均体重,体長

 県本試指構内水面分場池田湖にて,飼育中のコイを運搬,本試水槽内に入札.解止めした

 もの。…

 第1,2,3回試験に使用し衣コイめ
 平均体長9・5あ平均体重1.7・3g
 第4回試験た使用したコイの

 平均体長9.3伽平均体重17.7ク
 第5回試験に使用し先コイの

 平均体長g.3岬平均体重15-59

試験容器

 ・・雌ポ1;エチ作製角型水槽
試験方法

 (])試験用水の調整=一“
 試験前一日;試験水槽に水導水を60五入れ,エヤーレ丁シ冒ンを二夜行ない,試験当日た適

 当濃度を稀釈調整し,試験魚を投入し,試験期間申は,エヤーレーションを申上した。

 (2〕魚体の観測と水の分析
 魚体の撃察は適宜行在った。水の分析はPH,DO,水温について,0,24,48時間経

 過後の外揮官に行をった。叉,塩素量を濃度調整後.1.回軸足し走。

試験結果
 試験の経過第1回試験錆藩し剤,防錆剤の予備試験
 第2回試験錆落し剤の予備試験

 第3回試験一〃一一
 第4回試験錆落し剤の本試験一一=

 第5回試験防錆剤の本試験

 (1)錆落し剤(K-3-300〕について

 .第1回～第3回試験試験莫職中の水温16-5～17.3℃

 濃度区分'(PPm)

 第I1回試験3-0,000.60,000,120,000

 第2回畔験60い12山Z4肌㍗パ9千!0、

 第3自試験玄d,'50,100,400
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 以上の結果,第1，2回は論点凱釦Jぺ・分で;一二三妄妙幽して全部鍵死,第・回ぱ
 50PP肌で,全部携死20PPmで全部生存した。.

 このことより,半数致死濃度は20～50PPmの範囲にあることは明らかであるので,第4

 .回岬9濃牢を中心に、謝しれ
 一睡度区分(PP肌)o,10,20,40,60,80
 魚の状態

       濃度PP励
       区分       経過01020一一406080

       時間

       0正常5尾正常5尾正常5尾正常5尾正常5尾正常5尾
       一一I.一正常2

       2〃〃〃〃〃横2
       ・死1

       3〃〃〃〃〃横2
       死2

       4〃〃〃〃〃死2

       正常3
       ア〃〃〃〃横1

       死1

       8〃〃〃〃横3
       一死1

       24〃〃〃〃死..3.

       31;」〃〃〃正常4尾
       死.ユ尾

       48〃〃正常4尾正常2尾
       死1尾死2尾

       麓死屍薮'001き55
       '

       生存率1001008050o0
       1一一■

 (2〕防錆剤(K-3-200)にろいて

 第1回試験及び第5回試験試験期聞中の水温17.3～19一βp

 濃度区分pPm・
 第1回試験286ア5,57ξ50、リ4ア00

 いずれも5～8分で全部携死した。

第5回試験;.
 K-3-200はK-3,.100の約1/3の酸度であることから,
 K-3r100の試験結果を参考に,次の濃度区分を設定試験した。

 濃度区分(PPm)  0,.19,.38,7ブ,{一5.弓,306
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 魚の状態

       濃度区分経過区分PPm019387715-3・'3'・06
       0正常5尾正常5尾正常5尾正常5尾正常5尾。正常5尾

       2〃〃〃〃〃正常・2横3

       4〃≡〃〃〃〃正常1横2死2
       7〃〃〃〃〃横1死2
       24〃〃〃〃〃死1

       27I〃〃〃正常3横1死1
       1T・〃〃正常3死1
       48〃〃一正常4死1正常2死1

       難死尾数生存率01000100一08014034050
 (3)水質について

 ①溶存酸素(DO〕

 試験期間中エヤーレーションを中止したので,溶存酸素を適宜測定した。

   経時箏個試験一第5回試験
   時間   0PPm12.58PPm9.07
   610.776.6-6

   .246.52一508

   325・4.5F。

   484.303.31
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②.PH

 試験期間中,適宜PHの測定を行在コ光。

 第4回試験(K-3-3口O)

       楽、PPm010204060一.80
       07.807.206.846.395.104.10

       67.58・1・1…6.535.004-05
       2号7.20ア.026.806.505.104.10

       48ア.187.10…1…1…4.03

 第・回試験(・一・一…・!

       ミ薬PPm0.       1938ア7153一306

       07.ア17.23&936.605.953.ア0

       1ア7.20.7.084906.646.0713.71

       247.17丁7.0る.6.95.6.656.123.72

       487.01る.94Il隼818一1:6-70る.103.72

 ③塩素量

 本試験剤は,かな虫の塩.酸が含量れていると.

 測定し走。

 第4回試験(K-3-100)

 推定されるρで,一試験液調査後、華素量を

 薬・回試験(・一・→…一)
 濃度区分OP曲191

 塩素量PP腕9.09.0

381

9.2

77

9.2

153

9.3≡

306

9.3
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 ◎考察

 1.錆落し剤(K-3-100)原液1五を中和するために苛性ソーク約300ク,防錆剤(K・

 一3-200)原液1五には,約110クを必翠とする強酸性・そあ"水道水・1.トンに対し
 K-1oOは30cqK-3-200ぱ8cc添加により水産用水基準のPHの下限6.5附近に

 なる。

 在お,参考の定めに濃塩酸ぱ29Ccで同様に6.5附・近に在る。

 2-48時間経過後の飼育水の溶存酸素は4.3。一3.・3PP一桁と減少しているが,対照区の錐死が

 なく,途中観察の結果でも酸素不足の状態は見られ方かっ走。

 3.塩素量はK-3-100一に多く,塩酸含量が多いようヤある。

 半数致死濃度(48時間〕のPHはK-3-100で6.5附近K-3-200で,6.1附

 近であつ走。

 4.コイの48時間半数致死濃度を作図法によ'り求めるとK-3-100(原液)で34PPm

 K-3-200(原液)で,一130PPmと在る。

 在券,参考のために2・4時間半致死濃度と同様に求めると49,220PP切と在り,か売り毒

 性の強いものである。

 5.HaseIho1f氏によれば,コイ科の魚に対する塩酸の24時間半数致死濃度は盲0PPm

 と在って卦り,K-3-100ぱ塩酸と殆んど同程度の毒性があるものと思われる』

 6.K-3-100ぱ3倍,K-3-200ぱア部に稀釈して使用し,数回の使用一後,廃棄する

 ものである由,廃棄の段階でも,か左りの酸性を呈するものと思われるので,中和後排出する

 のが望ましい。

担当武田健二
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 §内水面養魚関係水質調査

 養魚考ら法頼によ1.下記暴1魚義の水質調査を行を,走。
調査場所

 年月日対I象走
 姶良郡隼人町46・4・アウナギ・ニニ㌃
 鹿児島郡音圧1村46-4.13ウナギ,=。了ユ
 鹿鵬市河頭・・.・.・・ウナギ.,.ヲーイー
 肝付郡東串良町4チ・4・27ウナギ
 指宿市十二町46.5.15ウナギ

 日置郡市来町46.5.19ウナギ

 篇名岬11111、::丁・・
 東岸岬押・H,!・...、〆∴ニシ=
 由児島市城南酎46、ア.13ウナギ
出水市46-8.23

 鹿鵬市城南町・・一・.・一'皐.
 国分市広瀬・・…ll一一ヌ1㌣.
 加世田市4る・9.25ウナギ

 繭牟田池46.10.11ウナギ,コイ

 姶良郡姶良町46.11.1コイ

 姶良郡姶良町46・ll・6コイ

 日置郡吹上町一46.11.20ウナギ

 宮之城町46.12-3ウナギ

 姶良郡吉松町46-12.19マス

 牧園町下中津川47.1・18マス・了ゴ・コイ

 入来町繭牟田4ア。1-20ウナギ

 熊毛郡中種子町47・3-5ウナギ

 開聞町仙田47.3.15マス

担当武田健二

一566一



         調査場所(ユ)(2〕(3)(4)一…一
         地下水池池(中)地下..水河川水         項目(甲突川)湧。一。一水温泉水地下水

         水温℃18.5一18.61葛.6221517.216.22φ.8一

         PH7.プ57.52一8.057.82'7.3-0ラ.937.74

         溶存酸素量一PPm一5.89オ.532.369.oアa15一}

         塩素量-P肋11.111二6・■二I7.310.08.725.642.9

         硫化物P肋i一一二'検出せず検出せず検出せず検出ぜ守一
         亜硝酸PPm検出せず0.013一土1一ピO.02一〇二026検出せず検出せず1痕跡

         アγモニ了PPm0,412・、1.05一0.070.170.一て一2'0.2千016

         鉄.PPm2・・313.・、1.一30一0.020.41検出せず検出せずσO=9.

         アルミ子ユー“PPmi一i一'一一一一

         碑..撃pヨPm59.558.0.ア63,053.345.954..8541

         翠一、い警叩㍗・121.010宅。2.「50ス≡25.3374.24・9ヨ30.6
         カルシウムPPm26,222.4一9.45.72.03.63.9
         マグネシウムPP肌13.311.2一6.52.アア.83.85.0

         浮遊物PPmi一一一i一一一

         アルカリ度m剛一一。→“一一i†一7



         調査場所5)(6)(7〕         一

         雀碑水後15-5フ         地下水0甫杉一1肖串.5
         項目地下水一夜放置(51m)マスマヌマス了ユ稚了ユ1

         水.温℃一一18.819.11g.119.418.818.3

         PH7.13.7.726.67ア.02ア.127.02.7.21:702手、
         溶存酸素量=PPm一一6.894.716.554.99ア.'5;7.28
         塩素華Fpη3.30C3.29046.07.661.0ア.5呉8.8、ア

         硫.化。。...物,戸Pη一一.一一一一一.一

         亜硝酸・取ψ検串せず検出せず検出せず検出せず0.0530.口0ア検出せず検出せず

         アンモニ1ア1買Pm01620.一63検出せず0.5さO.620.580,41一一0.30

         鉄一・1曲m・=・5ニロO3440.19検出せず検出せず検出せず検出せず検出せず

         アルミニュ一ムPPm刀131O.2ア一一・…・一一一』

         硅酸Si02PP椛・67.967.966.3.5-1.も51.849.847,1.4-6.3

         硬度CaC03PPm171亘9692.8一一36.04-4.0一16.444.641.04'εlt

         カルシウムPPn519二0ら11、φ一一&4亨.812.210.29.791-8一

         マグネシウム..PPm100.499.14.84,79.24.64.O伸.
         浮遊物.PPm一一一一一一一一:}

         アルカリ度一一'一」'一         一一



         調査場所(毫).一(9oo⑩.
         円形、竹添富雄分

         項目地下水小川地下水         8A(河川)B(湧水)C(河川)・

         水温℃18,8一21.017.6一一一午

         PH.7.306,306.78ア.05ア.087.327.1口7.45
         溶存酸素二裏P・・7.76'8.868.90一・一i一
         塩素量PPm80.922.79.113.O119.05.75.76.1

         硫化物.PPm一一`i一一一・

         軍拙撃.干・・h検出せずO,01検出せず検出せず0.003検出せず検出喜ず検出せず
         アンモニア　ppm0.42O.22検出せず検出せず0.288検出せず検出せず検出せず

         鉄.PPm、・アルミニウムーPPm検出せず一3.口0.13検出せず0.40検出せず検出せず検出せず         一・一ii一'一

         珪酸SiO㌧戸硬度C.60.PP腕46.744.457,955.557.223.419.120.2         42.845.022.32,9・戸.119.619.618.618.0

         ・1

         カルシウムPPm9.815.O5,3・'ナ.ポ12.13.15.13,4

         マグネシマ.PPm4.41.82.22.621.52.81.42.3

         浮遊物'一.PPm一二'.・÷r.一一i・.1.」一'

         アルカリ度　一一一一一一一一   
      

.一i、

         '



調査場所

 水.温℃

PH

 溶存酸素量PPm

 壷素量PPm

 硫化物PP肌

 亜硝酸PPm

アンモニアPPm

 鉄PPm

 アルミニュームPP刎

 珪酸Si02PPm

 硬度CaC03PPm

カルシウムPPm

マグネシウムPPm

 浮遊物PPm

 アルカリ度e%

7.46

7,5

 検出せず

0.11

 検出せず

17,7

17.9

45

1.6一

一一一.佃一一一

地下水
(0.5m)

6,10

7.5

0

 検出せず

0.48

23,2

13.4

1.1

2.5'

 σ専一''

9.5

⑭

地下.水
(5.5m)

 (PP直7.4司)
6=;96

23,7

0

0,29

1.61

43,0

74.6

8,2

13.0

蝸

藺牟.田一泡
湖畔水道

8,63

5.3

 検出せず

 検出せず

 検出せず

13,0

24.9

6.0

2.4

藺牟田池水

6,62

6.2

 舛芦ず
 検出せず

 検出せず

5.6

153

0.4

3.5

⑲

湧永

7,42

9.14

12.0

 検出せず

 検出せず

0.30

45,0

 40・9≡。
7.2

 i・・一

 上からの
流入水

..ア・49

8.4

 検出せず

 検出せず

0.20

47,7

27.0

5.0



         ㌣

        調査場所          吻⑱.“'⑯¢Φ㈲鯛
         '

         地下水(N皿2)(Nα1)地下水
         (井戸水)上流下流湧水(6m)温泉水地下水

         水温℃一・一'17.2一一一

         PH7.506.967.377.27ア.25一6.327.487.96
         (フ、18)(7.97)(7.62)

         溶存酸素量pPm'一'」二一6.9プ一一一

         塩素量卵涜一31,16,06.54.2'=20.2147.383.7

         硫化勃月一筋一^一i一i一一

         亜硝酸{売一検出せず検出せず検出せず検出せず0.0D4O.012検出せず

         アンモニアPPm検出せず検出せず検出せず検出せず検出せず0.250.330.39

         :鉄PP栃0.、8痕跡0,360.26検出せず23.631.48検出せず

         アルミニュームPPm一一一iii一一

         I硅.酸Sj02PPm一15.122.3庁20.953.978.8153.170.7

         硬度CaC03PPm一40.940,640.220.9169.1512.632.9

         カルシウムPPm一10.58.28.14.334.592.93.0

         マグネシウムPPm.一一7,3^ii19.967.36.1

         浮遊物PPm一」一17.611.2`一一一

         ‡3アルカリ度m・ψ^          一一.01530.56・3.3513.081.15



項目

 水温℃

PH

溶存酸素量
 塩素(隻ipPm

 硫化物ppm

 亜硝酸PPm

 アンモニアI卵抗

 .鉄PPm

アルミニュームppm

 硅酸一Si02戸芦垢

 硬度CaC03Pさ涜』

カルシウムPPm

 マグネシウムPP平

 浮遊物PPm

 アルカリ度?9・/エ

 N:二熊野、1
7.45

(7.65)

30.0

 0.σ0ア

ーb.08

0.26

31.6-

53,6

11.身

 6。ゴ

1.04

 N皿2

 (衣ケ浦〕

8.58

(8.10)

31.2-

0.00=8

0,06

0,11

7,7

32.0

4.4

5.0

0.96

NO.3

(暴魚油)

8.77

(8.22)

43.4

0.009

0,19

0.05

-417

69.も

 1・一4.9

1.94

鉢

 流・一一入水

7.25

§.81

12.5

0.006

0.19

 検出せず

27.3

4-1.5

6.8

5.9

0=59

流一一出水

シ.38

8.50

15.50

-b.006

0.23

 ・検出せず

27,3

42.5

7.2

5.9

0.58


